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平成２５年度 人間科学技術交流会

利用者の視点を取り入れた利用者の視点を取り入れた利用者の視点を取り入れた利用者の視点を取り入れた

リスク評価リスク評価リスク評価リスク評価

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

人間科学研究部（安全性解析）人間科学研究部（安全性解析）人間科学研究部（安全性解析）人間科学研究部（安全性解析）

宮地宮地宮地宮地 由芽子由芽子由芽子由芽子
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背景と目的背景と目的背景と目的背景と目的

利用者の認識のズレ利用者の認識のズレ
危険危険危険危険のののの過大評価過大評価過大評価過大評価⇒⇒⇒⇒過剰な不安感過剰な不安感過剰な不安感過剰な不安感

危険危険危険危険のののの過小評価過小評価過小評価過小評価⇒⇒⇒⇒対策の対策の対策の対策の過剰感過剰感過剰感過剰感

何を危険と思うか何を危険と思うか何を危険と思うか何を危険と思うか何を危険と思うか何を危険と思うか何を危険と思うか何を危険と思うか

ISO31000 リスクマネジメント (2009) 

5.2 コミュニケーションおよび協議

外部及び内部のステークホルダとのコミュニケ―ションおよび協議は

リスクマネジメントプロセスのすべての段階で実施することが望ましい。

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

工学的リスク工学的リスク

確率確率確率確率 影響影響影響影響

安全対策の優先度安全対策の優先度安全対策の優先度安全対策の優先度

利用者の利用者のリスクリスク認知の認知の観点観点を反映を反映

安全・安心な鉄道利用（リスクの受容）安全・安心な鉄道利用（リスクの受容）安全・安心な鉄道利用（リスクの受容）安全・安心な鉄道利用（リスクの受容）

事業者の安全対策に対する理解促進事業者の安全対策に対する理解促進事業者の安全対策に対する理解促進事業者の安全対策に対する理解促進

危険危険危険危険のののの過小評価過小評価過小評価過小評価⇒⇒⇒⇒対策の対策の対策の対策の過剰感過剰感過剰感過剰感

手間手間手間手間・負担への不満感・負担への不満感・負担への不満感・負担への不満感

⇒⇒⇒⇒利用回避利用回避利用回避利用回避 の可能性の可能性の可能性の可能性

⇒⇒⇒⇒組織信頼感の低下の可能性組織信頼感の低下の可能性組織信頼感の低下の可能性組織信頼感の低下の可能性
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発生状況の発生状況の発生状況の発生状況の
見積り見積り見積り見積り

既存の既存の既存の既存の

事故分類事故分類事故分類事故分類 対策の対策の対策の対策の重要性重要性重要性重要性

利用者のリスク認知の範囲利用者のリスク認知の範囲利用者のリスク認知の範囲利用者のリスク認知の範囲

気づき 見積もり 危険の評価 要求・期待

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

組織の信頼感組織の信頼感組織の信頼感組織の信頼感

見積り見積り見積り見積り

遭遇時の遭遇時の遭遇時の遭遇時の
影響影響影響影響

事故分類事故分類事故分類事故分類
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遭遇の遭遇の遭遇の遭遇の
可能性可能性可能性可能性

自分にとって自分にとって自分にとって自分にとって
のののの危険性危険性危険性危険性

社会にとって社会にとって社会にとって社会にとって
のののの危険性危険性危険性危険性

対策実施時の対策実施時の対策実施時の対策実施時の
許容許容許容許容限界限界限界限界

判断判断判断判断能力能力能力能力

判断の判断の判断の判断の公正さ公正さ公正さ公正さ

判断判断判断判断委任委任委任委任
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2011年1月 インターネット調査

社会がとらえる社会がとらえる社会がとらえる社会がとらえる鉄道鉄道鉄道鉄道の危険の内容の危険の内容の危険の内容の危険の内容

問問 鉄道利用時に鉄道利用時に

危険だと感じること危険だと感じること
⇒3,7733,773人が回答（自由記述）人が回答（自由記述）

⇒その内容を整理

既存の事故報告書等の分類項目既存の事故報告書等の分類項目既存の事故報告書等の分類項目既存の事故報告書等の分類項目

5050項目項目

⇒6,2846,284人のデータ

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

5050項目項目

自然災害
風雨や台風／雪

／濃霧／雷／地震

／落石／動物

施設
構造物／信号設

備／電気設備／

遮断機の不具合

列車
衝突・脱線／列車

火災／車両の故障

／急ブレーキ

運転士／車掌／

駅員／保守係員／

運行管理者のミス

その他
旅客の自殺

テロ

駅構内・ホーム
トラブル（乗客同士/乗客と駅員間／不審者）

通過列車の列車風／ホーム転落

地域・沿線
線路立ち入り／踏切の

直前横断・滞留・落輪／

置き石・障害物／沿線火災
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2011年4-5月 インターネット調査 ⇒鉄道利用者1,8551,855人のデータ

問問 昨年昨年（2010年）、国内の鉄道で、以下の原因に該当する事故や

遅延（30分以上の運行停止・遅延）は何件何件発生したと思いますか。

ちなみに2009年は、雷による事故や遅延の発生は90件でした。

数値回答

利用者の認知バイアス（ズレ）利用者の認知バイアス（ズレ）利用者の認知バイアス（ズレ）利用者の認知バイアス（ズレ）

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

トリム平均を算出

回答値の大きさでソートし、
データ数の下側5％と上側5％を
取り除いた上で計算した平均

見
積
り

過大評価過大評価

過小評価過小評価

一般的に致死事象致死事象では

認知バイアス認知バイアスがみられる
実際実際実際実際 少少少少→→→→過大評価過大評価過大評価過大評価過大評価過大評価過大評価過大評価

実際実際実際実際 多多多多→→→→過小評価過小評価過小評価過小評価過小評価過小評価過小評価過小評価

見積りが実際と同一見積りが実際と同一見積りが実際と同一見積りが実際と同一
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100 

1000 

発発発発

生生生生

件件件件

数数数数

のののの

実際の発生件数が10件以下の場合

（実際は0件であっても）過大評価

１次的１次的バイアスバイアス

全項目での線形回帰直線

全項目での線形回帰直線全項目での線形回帰直線

全項目での線形回帰直線

（赤太曲線）からの個別のズレ

（赤太曲線）からの個別のズレ（赤太曲線）からの個別のズレ

（赤太曲線）からの個別のズレ

値小

値小値小

値小→

→→

→過大評価

過大評価過大評価

過大評価

値大

値大値大

値大→

→→

→過小評価

過小評価過小評価

過小評価

22次的次的バイアスバイアス

y=0.056x + 15.98 (R2=0.39)

その他の多くは過小評価

ホーム転落ホーム転落

ホーム上ホーム上

トラブルトラブル

旅客線路旅客線路

立入立入

自然災害

施設

列車

駅構内・ホーム

駅構内・ホーム

地域・沿線

その他

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

1 

10 

1 10 100 1,000 

のののの

見見見見

積積積積

りりりり（（ （（

平平平平

均均均均）） ））

実際の発生件数実際の発生件数実際の発生件数実際の発生件数

y=x

y=0.056x + 15.98 (R =0.39)

比較的観察しやすいもの

：過大評価

運行管理者運行管理者

のミスのミス

比較的観察しにくいもの

：過小評価

落石等落石等

保守係員ミス保守係員ミス

1000
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自身の 鉄鉄鉄鉄

判断の
公正さ対策の

ための

近接性近接性

事故等の事故等の事故等の事故等の 発生状況

地域地域地域地域

（気象条件）（気象条件）（気象条件）（気象条件）

利用者によるリスク認知の構造利用者によるリスク認知の構造利用者によるリスク認知の構造利用者によるリスク認知の構造

2011年4-5月インターネット調査
2012年8-10月インターネット調査⇒鉄道利用者 2,0702,070人のデータ

⇒鉄道利用者1,8551,855人のデータ

平成２５年度 人間科学技術交流会

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute
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自身の

遭遇可能性

遭遇時の

影響
対策の

重要性

判断
能力

鉄鉄鉄鉄

道道道道

事事事事

業業業業
者者者者

判断の
委任

ための
許容限界

恐ろしさ恐ろしさ

内容内容内容内容

事故等の事故等の事故等の事故等の

発生状況発生状況発生状況発生状況

危険性危険性危険性危険性

発生状況
の見積り

平成２５年度 人間科学技術交流会

地域区分地域区分の選択

各地域区分の事故・輸送障害の
発生件数発生件数の集計

遭遇の可能性遭遇の可能性の評価予測式に代入

恐ろしさ得点恐ろしさ得点

３指標の主成分

遭遇時の影響
自分にとっての危険性
社会にとっての危険性

居住地域居住地域居住地域居住地域××××最もよく利用する鉄道会社最もよく利用する鉄道会社最もよく利用する鉄道会社最もよく利用する鉄道会社

利用者の視点を取り入れたリスク評価利用者の視点を取り入れたリスク評価利用者の視点を取り入れたリスク評価利用者の視点を取り入れたリスク評価

（（00--100100））

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

各地域区分の調整得点を加算各地域区分の調整得点を加算

利用者の視点を取り入れたリスクの重み（0-200）

社会にとっての危険性

全地域共通の固定値(例）
・列車衝突・脱線＝76.26
・列車火災＝73.07
・地震＝72.77
・運転士のミス＝ 61.36
・車両故障・不具合＝ 60.64

近接性得点近接性得点
（（00--100100））
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算出結果の例算出結果の例算出結果の例算出結果の例
リスクが大きいリスクが大きいリスクが大きいリスクが大きい

上位抜粋上位抜粋上位抜粋上位抜粋

構造物の不具合

信号設備の不具合

車両の故障・不具合

列車衝突・列車脱線

地震

風雨や台風

地域区分固有地域区分固有地域区分固有地域区分固有

地域地域地域地域地域地域地域地域

利用会社利用会社利用会社利用会社利用会社利用会社利用会社利用会社

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

0 50 100 150 200

遮断機故障

電気設備の不具合

列車火災

旅客の自殺

利用者の視点を取り入れたリスクの重み利用者の視点を取り入れたリスクの重み利用者の視点を取り入れたリスクの重み利用者の視点を取り入れたリスクの重み

恐ろしさ得点恐ろしさ得点

（（00～～100100））

近接性得点近接性得点

（（00～～100100））

＋

地域区分固有地域区分固有地域区分固有地域区分固有

地域区分共通地域区分共通地域区分共通地域区分共通
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鉄道利用者に対する調査分析鉄道利用者に対する調査分析

まとめと成果の活用まとめと成果の活用まとめと成果の活用まとめと成果の活用

社会がとらえる社会がとらえる社会がとらえる社会がとらえる鉄道鉄道鉄道鉄道の危険の内容を整理の危険の内容を整理の危険の内容を整理の危険の内容を整理

認知バイアス認知バイアス認知バイアス認知バイアス((((ズレ）の確認ズレ）の確認ズレ）の確認ズレ）の確認

利用者によるリスク認知の構造利用者によるリスク認知の構造利用者によるリスク認知の構造利用者によるリスク認知の構造

利用者の視点を取り入れたリスク評価方法利用者の視点を取り入れたリスク評価方法

地域区分固有地域区分固有地域区分固有地域区分固有 地域区分共通地域区分共通地域区分共通地域区分共通（（（（固定値固定値固定値固定値））））

地域地域

利用会社利用会社

ズレを解消する仕組み

については今後の課題

平成２５年度 人間科学技術交流会

Railway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research InstituteRailway Technical Research Institute

Railway Technical Research Institute

社会の価値観を踏まえた安全対策社会の価値観を踏まえた安全対策が可能にが可能に

恐ろしさ得点恐ろしさ得点

（（00～～100100））

近接性得点近接性得点

00～～100100

＋＋＋＋

地域区分固有地域区分固有地域区分固有地域区分固有 地域区分共通地域区分共通地域区分共通地域区分共通（（（（固定値固定値固定値固定値））））
利用会社利用会社

リスクマネジメントの外部評価としてリスクマネジメントの外部評価としてリスクマネジメントの外部評価としてリスクマネジメントの外部評価として

ご要望に応じて調査可能ご要望に応じて調査可能ご要望に応じて調査可能ご要望に応じて調査可能

ご要望に応じて調査可能ご要望に応じて調査可能ご要望に応じて調査可能ご要望に応じて調査可能

組織の信頼感組織の信頼感組織の信頼感組織の信頼感
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